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低フロー群 中フロー群 高フロー群 合　計
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
男子 30 52．63％ 20 35．09％ 7 12．28％ 57 100％
女子 22 57．89％ 10 26．32％ 615．79％ 38 100％

































































































































































































































































1 1．オリエン O ◎ 自分の能力 自分の能 ・学習内容を 活動の
テーショ にあった課 カにあっ 確認及び把 観察
ン 題に対して た課題に 握させる。 学　習
・学習内容 意欲的・計 対して意 見通しを ノート
の説明 画的に取り 欲的に取 持った学習
・学習の目 組むことが り組もう 計画が立て
標を知る できる。 としてい られるよう
・学習の進 ・技術やコン る。 にする。
め方を知 ビネーショ ・ダンスの ・安全な練習
る ンの発展性 楽しみ方 の必要性、
・グループ や系統性が や学習の 方法を理解
編成 わかり、練 進め方が させる。
習計画が立 わかる。
てられる。
2 2．技術と◎ ◎ ◎ ◎ ・仲間と協力 ・仲間と協 自己の能力 活動の～ コ　ン　ビ して教え 力して楽 に応じた課 観察7 ネーショ あったり しく授業 題を設定す 学　習
































8 3．習得した ◎ ◎ ◎ ◎ ・より美しい より美し ・互いの技能
～ 技術とコ 作品になる い作品に をチェック10 ンビネー ように、進 なるよう し、問題点
ションを んで意見を に、仲間 を指摘し
基にした 出したりし と協力的 あって課題


















11 4．発表会に ◎ ◎ ○ O ・発表会に向 ・発表会に ・創作した作 活動の～ 向けての けてより美 向けて練 品のできば 観察14 練習 しい作品に 習するこ えについて 学　習













15 5．発表会 ◎ O ・お互いの演 ・お互いの ・発表会の意 活動の
技を見て演 演技を見 義を理解さ 観察
技の評価や て演技の せ、励まし 学　習














具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時問 準備
・本時のねら 1．挨拶・健康観 ・健康状態を把握 10分 学　習











・習得した技 4．本時のコンビ ・ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 15分
術が安定し ネーションで いので丁寧に行 の進め方を工夫す
た動作でで 使用する技術 うことを助言す ることができた
きる。 を学ぶ。 る。 か。（思考・判断）
・練習方法や ・手本を見て5～ ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
場を工夫で 6回ずつ繰り返 考にしながらア 題解決に向けて取






・習得したコ 5．本時で使用す ・ゆっくウでもい ・資料の活用や学習 30分
ンビネー る音楽にあわ いので丁寧に行 の進め方を工夫す
ションが安 せたコンビ うことを助言す ることができた
定してでき ネーションを る。 か。（思考・判断）
る。 学ぶ。 ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
・新たな課題 ・手本を見て5～ 考にしながらア 題解決に向けて取
を解決でき 6回ずつ繰り返 ドバイスができ り組めたか。（思






・習得したコ 6．音楽にあわせ ・ゆっくりでもい ・課題を発見し、課 15分 音源：
ンビネー て踊ることを いのでグループ 題解決に向けて取 CD
ションが音 習得する。 内のできばえに り組めたか。（思
楽に合わせ 自分達の能力に 合わせて徐々に 考・判断）
てできる。 合わせて課題を 曲のスピードを ・互いに教えあうこ
・新たな課題 設定して、練習 上げていくよう とによって音楽に




























































具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時間 準備
・本時のねら 1．挨拶・健康観 ・健康状態を把握 10分 学　習











・前時に習得 4．前時の復習を ・ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 15分
した技術と 行う。 いので丁寧に行 の進め方を工夫す
習得した技 ・前回の技術とコ うことを助言す ることができた
術が安定し ンビネーション る。 か。（思考・判断）
た動作でで を2～3回ずっ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
きる。 繰り返して確認 考にしながらア 題解決に向けて取
・練習方法や する。 ドバイスができ り組めたか。（思
場を工夫で 5．本時のコンビ るよう助言す 考・判断）











具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時間 準備
・習得したコ 6．本時で使用す ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 30分
ンビネー る技術とコン いので丁寧に行 の進め方を工夫す
ションが安 ビネーション うことを助言す ることができた
定してでき を学ぶ。 る。 か。（思考・判断）
る。 ・手本を見て5～ ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
・新たな課題 6回ずっ繰り返 考にしながらア 題解決に向けて取
を解決でき して確認する。 ドバイスができ り組めたか。（思






・習得したコ 7．音楽にあわせ ・ゆっくりでもい ・課題を発見し、課 15分 音源：
ンビネー て踊ることを いのでグループ 題解決に向けて取 CD
ションが音 習得する。 内のできばえに り組めたか。（思
楽に合わせ 自分達の能力に 合わせて徐々に 考・判断）
てできる。 合わせて課題を 曲のスピードを ・互いに教えあうこ
・新たな課題 設定して、練習 上げていくよう とによって音楽に




・恥ずかしが 8．発表する。 ・自分達の能力に ・恥ずかしがらずに 10分 音源：












・本時の学習 9．本時の反省と ※本時の活動で良 ・本時の活動にっい 10分 学　習
を反省し、 評価を行い、 かった点や頑 て反省し、次時 ノート
次時の課題 次時への課題 張った点などを への目標を持っ
を発見でき を発見する。 認め合い、次時 たか。（関心・意







具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時問 準備
・本時のねら 1．挨拶・健康観 ・健康状態を把握 10分 学　習











・前時に習得 4．前時の復習を ・ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 15分
した技術と 行う。 いので丁寧に行 の進め方を工夫す
習得した技 ・前回の技術とコ うことを助言す ることができた
術が安定し ンビネーション る。 か。（思考・判断）
た動作でで を2～3回ずっ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
きる。 繰り返して確認 考にしながらア 題解決に向けて取
・練習方法や する。 ドバイスができ り組めたか。（思
場を工夫で 5．本時のコンビ るよう助言す 考・判断）









・習得したコ 6．本時で使用す ・ゆっくりでもい ・資料の活用や学習 30分
ンビネー る音楽にあわ いので丁寧に行 の進め方を工夫す
ションが安 せたコンビ うことを助言す ることができた
定してでき ネーションを る。 か。（思考・判断）
る。 学ぶ。 ※学習ノートを参 ・課題を発見し、課
・新たな課題 ・手本を見て5～ 考にしながらア 題解決に向けて取
を解決でき 6回ずつ繰り返 ドバイスができ り組めたか。（思






・習得したコ 7．音楽にあわせ ・ゆっくりでもい ・課題を発見し、課 15分 音源：
ンビネー て踊ることを いのでグループ 題解決に向けて取 CD
ションが音 習得する。 内の出来栄えに り組めたか。（思
楽に合わせ ・自分の能力に合 合わせて徐々に 考・判断）
てできる。 わせて課題を設 曲のスピードを ・互いに教えあうこ
・新たな課題 定して、練習を 上げていくよう とによって音楽に






具体活動 学習活動 生徒への支援 評価 時間 準備
・恥ずかしが
らずに発表
できる。
8，発表する。 自分達の能力に
合わせたスピー
　ドで発表するよ
う助言する。
・恥ずかしがらず
に、精一杯行う
よう助言する。
・発表時に他の班
に観てもらいた
いポイントをグ
ループ内で話し
合っておくよう
助言する。
・恥ずかしがらずに
精一杯発表でき
たか。（関心・意
欲・態度）
・本時の教材である
技能やコンビネー
ションは適切に習
得されたか。（技
能）
10分 音源：
CD
・本時の学習
を反省し、
次時の課題
を発見でき
る。
9．本時の反省と
　　評価を行い、
　　次時への課題
　　を発見する。
10．後片付けをす
　　る。
11．健康観察・挨
　　拶をする。
※本時の活動で良
　かった点や頑
　張った点などを
認め合い、次時
　への意欲を持た
　せる。
・本時の活動につい
て反省し、次時
への目標を持っ
たか。（関心・意
欲・態度）
10分 学　習
ノート
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　　　　　資料3、授業で使用した技術とコンビネーション
2時間目／15時間
○使用した技術
　・トゥエル
　・ノック
　・ロック
　・ポイント
　・スクービードゥ
○使用したコンビネーション
　1．トゥエル→ノック→トゥエル→ロック→ポイント×3→トゥエル
　　　→ロック
　2．トゥエルー〉ロック→ポイント→ポイント→トゥエル→ロック→ス
　　　クービードウ
3時間目／15時問
O使用した技術
　・シェイクハンド
　・クラップ（前・横・上・背面）
　・クロスハンド
○使用したコンビネーション
　1．トゥエル→シェイクハンド→立ち位置入れ替え→クラップ→横ク
　　　ラップ→上クラップ→背面クラップ×2→トゥエル→ポイント
　2．クロスハンド×2→ステツプ→踏み変えクロス
4時間目／15時間
○使用した技術
　・スキーター
　・ゲットファンシー
　・キック
　・シルバーダラー
○使用したコンビネーション
　1．スキーター→ゲットファンシー→スキーター→スクービードゥ
　2，トゥエル→キック→トゥエル→シルバーダラー
一207一
内　山　須美子
注
1）最適経験とは、目標を志向し、ルールがあり、自分が適切に振舞っているかど
　　うかについての明確な手がかりを与えてくれる行為システムの中で、現在立ち
　　向かっている挑戦に自分の能力が適合している時に生じる感覚である。
2）これらの研究では、個々の学習者の経歴に差があることが予想されるにもかか
　　わらず、学習者全体を分けることなく内発的な動機づけとしてのフロー調査を
　行い、「現代的なリズムのダンス」の授業の楽しさは、「目標の明確さ」と「技
　能の獲得」にあると結論付けるにとどまっている。経験の有無や経験年数な
　　ど、ダンスの学習意欲は、学習動機以外の要素が大きく関与していることが予
　想されるので、そのことを考慮して調査されなければならない。このことか
　　ら、今回の調査では調査対象をダンス経験のない者のみとした。
3）以前のフロー調査21）では、川端らの教示文をそのまま使用していたが、項目
　　15に関しては、回答者の質問内容に関する理解が不十分であることが推定さ
　　れ、質問項目の表現法の検討が必要であった。そこで今回の調査では、このよ
　　うな教示文（「他人の視線は気にしなかった」）とした。なお、前回の教示文は
　　「自分を良く見せようという気持ちにならなかった」であった。
引用・参考文献
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　　（1）．113－145．
（本学教育学部教授）
一209一
